























資料　２－１





基本理念





施策の展開（第４章）





次期高齢者計画骨子（案）概要





施策ごとの重点項目





(4)地域の支え合い体制の整備


①地域におけるセーフティネットの充実


②福祉教育の充実


③ハンセン病回復者についての理解の促進


(5)高齢者にやさしい住まいの確保


①高齢者の居住ニーズに対応した住宅の整備


②福祉のまちづくりの推進


(6)権利擁護の促進


①成年後見制度及び日常生活自立支援事業の展開


②高齢者虐待防止の取組み推進


③犯罪被害等の未然防止


(7)災害時における高齢者支援体制の確立





みんなで支える・地域で支える高齢社会（案）


（基本視点）


・人権の尊重


・利用者本位の施策推進


・地域包括ケアシステムの構築


・地域における支え合いのさらなる推進





(1)地域包括支援センターの機能強化


①保険者と地域包括支援センターの連携強化


②地域包括支援センターの業務・人員の改善


③地域のネットワークの構築とケアマネジメント力の


向上


④地域包括支援センター職員のスキルアップへの取組み


(2)医療と介護の連携強化


①医療と介護の連携強化


②在宅医療の充実


(3)生活支援サービスの確保


①地域包括支援センターによる関係者の連携強化


②生活支援サービスの確保


③介護予防・日常生活支援総合事業の円滑な実施





１　地域包括ケアシステムの構築





・次期計画の主要テーマ


・高齢化のピークを迎える時期までに計画的な整備を推進


・中核的役割を果たす地域包括支援センターの機能強化は府の重点施策





取り組むべき課題





○都市型高齢化への対応（※数値は今後変更あり）


<高齢者の増加（大阪府）>


200万人（2010年）⇒240万人（2025年）<20%増>


<認知症高齢者の増加（全国）>


208万人（2010年）⇒323万人（2025年）<60%増>


<独居世帯の増加（大阪府）>


約38万世帯（2008年）


⇒約55万世帯（2025年）<45%増>





○地域における介護の課題


・　介護が必要になっても住み慣れた地域で暮らし続けたい高齢者多数　57％（府意識調査）


・　高齢者のみの世帯や重度の要介護者、認知症高齢者や家族に対する支援の充実


・　介護や医療を担う人材確保、資質の向上


・　地域の多様な人材が参画推進、参画意識の醸成





<地域包括ケアシステム>


おおむね30分でかけ付けられる圏域で、次の視点での取組みが包括的・継続的に提供される。





○　医療との連携強化


○　介護サービスの充実強化


○　予防の推進


○　見守り、配食、買い物など、多様な生活支援サー


ビスの確保や権利擁護など


○　高齢期になっても住み続けることのできる高齢


者の住まいの整備





第１章　計画策定の意義


(1)計画策定の趣旨


(2)計画の基本理念


(3)計画の基本視点


(4)計画の策定体制


(5)関係計画等との関係


(6)計画の期間


(7)計画の進行管理


(8)高齢者保健福祉圏の設定





第２章　高齢者の現状と将来推計


(1)高齢者の現状


(2)計画期間における将来人口推計


(3)「高齢者の生活実態及び介護サービス


等に対する意識に関する調査」報告書


の概要





第３章　ふれあいおおさか高齢者計画


2009の検証


（介護保険事業支援計画分）


(1)大阪府全体の状況


(2)圏別の状況





第５章　介護サービス量の見込み


(1)要支援・要介護認定者数の将来推計


(2)介護サービス量の見込み





第６章　計画の推進に向けて


(1)計画の推進


(2)市町村への支援・助言





(1)認知症に対する理解の促進


(2)認知症の人や家族の支援体制の構築


(3)医療との連携の促進


(4)認知症介護の質の向上と人材育成





２　認知症高齢者等支援策の充実





・府の重点施策





(1)介護予防事業の円滑な提供


(2)健康づくり


(3)社会参加の促進


(4)雇用・就業対策の推進





３　健康づくり・生きがいづくり





・元気高齢者の自己努力を支援


・活躍の場の確保





(1)制度周知等の推進


(2)相談・苦情解決体制の充実


(3)個々の高齢者等の状況に配慮したサービスの提供


(4)適切な要介護認定


(5)不服申立ての審査（介護保険審査会）





４　利用者支援の推進





・個々の高齢者等の状況に配慮したサービス利用の推進





(1)介護サービス等の質の向上


①介護支援専門員（ケアマネジャー）への支援


②保健・福祉の人材養成と確保、資質の向上


③介護サービスの評価・公表


(2)サービス事業者への指導・助言


(3)介護保険制度運営に関する支援・助言


①介護保険制度運営に関する支援・助言


②介護給付適正化に向けた取組みへの支援


③財政安定化基金の設置運営





５　介護保険事業の適切な運営





・多様な介護ニーズへの対応


・サービス選択の確保


・介護保険制度への信頼性の維持


・介護保険制度の安定的な運営の確保





６　福祉・介護サービス基盤の充実





(1)居宅サービスの基盤の充実


(2)地域密着型サービスの普及促進（新サービス含む。）


(3)介護等が必要な高齢者等のための施設整備の推進





・高齢者を支えるサービスの確保








